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これが評価の
パラダイム転換だ！

主 題 総合的な学習の評価の工夫■

－教師・子ども・地域が納得できる評価へ－

■ 木村 正臣 総合的な学習班長期研修員

■ 総合的な学習では、子ども・教師・地域の三者が納得できる評価が求められてい研究の概要

る。そのためには、子どもの自己評価力を高めることはもちろん、教師や地域の評

。 、価力も高めていかなければならないという評価観の転換が必要である 本研究では

教師の観察やポートフォリオ、外部評価など多様な評価方法を長期的な計画のもと

に工夫し、子ども一人ひとりに応じたきめの細かい評価や支援を通して、総合的な

学習のねらいにせまる実践を行い、三者の評価力を高めていこうとした。

【 】■ 総合的な学習－小 学習過程 自己評価 相互評価 外部評価 ポートフォリオキーワード

Ⅰ 今、評価に求められるものは

平成 年５月、群馬県下の小中学校の教職14
員 名を対象に、総合的な学習の評価に関す501
る調査を実施した。 と から、評価が総図１ 図２

合的な学習を進めていく上での実践上の大きな

課題であることがわかる。また、評価について

悩みがあると回答した教師 名に対して、ど321
んな悩みか聞いた。 名から回答があり、以286
下のような具体的な記述があった。

これらから、問題解決力や生きる力を、学習

活動での子どもの姿から、どのような観点や方

法で評価したらよいか、またそれをどのように

指導に生かしていったらよいかなど、現時点で

の教師の抱える様々な悩みや課題を推察するこ

とができる。以上のことから、総合的な学習で

は、教師の評価力が大きく問われている。そし

て、子ども・教師・地域の三者が納得できる評

価が強く求められていると考える。

群馬県内の小中学校教師がもっている総合的な学習
での実践上の課題（Ｈ１４．５月現在）

図１

図２ 総合的な学習の評価についての悩み

○今ある評価方法よりもう少し子どもの成長がわかる評
価方法がないか。

○どんな学力がついたのか評価できない。
○教師間の評価力量の差や共通理解、教師と保護者の共
通理解。

○今年度から通知票を記述していくが、どのような評価
になっていくのかよくわからなくて不安である。

○何をやったのか事実しか書けない。
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Ⅱ 研究のねらい

総合的な学習において、子ども・教師・地域

の三者が納得できる評価観の転換をめざす。ま

ず、子どもの自己評価力を高めていくために、

学習過程を工夫し、長期的な計画のもとに多様

な評価方法を活用し、子ども一人ひとりに応じ

。 、たきめの細かい評価や指導を工夫する そして

子ども一人ひとりが自己を見つめ、学ぶ喜びを

感じることができるようにするとともに、教師

と地域の評価力も高めていく。

Ⅲ 研究の内容と方法

１ 学習意欲を高め、子どもの自己評価力を

育てる学習過程

子ども一人ひとりが、自分を見つめ、

学ぶ喜びを感じることができるために

総合的な学習がねらいとする問題解決力や生

きる力は、子ども自身の気づきから生まれた課

、 、題を追究していくことを通して 自分を見つめ

学ぶ喜びを感じていく経験の中で身に付けてい

くものであると考える。このことはすなわち、

学習意欲を高め、子ども自身の自己評価力を育

てていくことでもあるととらえた。

一方、教師の評価活動は、教師が子どもと出

会う授業の場において、子どもの学ぶ姿を教師

がどのように見取り、それをどのようにより良

い指導へと生かしていくことができるかという

ことである。子どもが学ぶ姿、とりわけ内面を

評価していこうとすることは、指導と評価の一

体化のために不可欠である。

これらのことから、子ども一人ひとりが「こ

んな自分になりたい」という課題に基づいた目

標がもてるようになり、そして未来に向かって

自分を変えていく力が生み出せるような学習過

程を構想した。

２ 学習過程と多様な評価方法の工夫

三者が納得できる評価をめざして

そこで、多様な評価方法を学習過程の中で、

長期的な計画のもとに効果的に取り入れていけ

ば、教師が子どもの学ぶ姿をよりわかりやすく

見取ることができるのではないかと考えた。そ

して、子ども・教師・地域の三者が納得できる

評価をめざして、 にあるよう図３の研究構想図
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図３ 研究構想図
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な学習過程と多様な評価方法の活用について構

想した。その際、教師の評価力が問われる。だ

から、子ども自身の自己評価力を高めていくこ

とと同じように、教師一人ひとりの評価力が高

まっていくことも必要であると考えた。また、

一人の教師の偏った評価にならないように、複

数の教師による評価も必要である。さらに、保

護者や外部講師など地域の評価も取り入れてい

くことも不可欠である。教師の評価力と子供の

評価力、地域の評価力をそれぞれ一面的にみる

のではなく、三者が高まることによる相乗効果

があるのではないかと考えた。

３ 評価の目的と方法の相関表の活用

評価観の転換の重要性

今、教師の評価観が問われている。特に総合

的な学習では、評価観を磨いていこうとする自

覚が教師に求められる。そのために、多様な評

価方法を のよ図４の評価の目的と方法の相関表

うにとらえ、子ども、教師、地域が評価力を高

めていくことができる評価法を工夫していくこ

とを考えた。その際、何のために評価するのか

ということを明確にするために、評価の主体と

対象を目的と方法とのかかわりにおいてとらえ

られるようにした。そして、 縦軸（ ～ ）A H

と横軸（１～５）の相関によって評価計画をた

て、評価活動を行っていくことを考えた。

例えば、評価の主体（方法）と対象（目的）

、 、は 単元の中での位置づけや授業のねらいから

様々に決められる。評価計画の本時の展開の中

「 －３《ワークシート、作文、お礼で、 AEFGH
という場合は、次のようになる。の手紙 」》

子どもが自己評価するワークシートやつまり、

子どもの内面を見作文、お礼の手紙などから、

取ることを中心にしながらも、学習活動の改善

やカリキュラムチェック、教師の指導力向上、

地域への啓発などにも生かしていけるように評

ということになる。価する

以上のような方法により、学習過程に計画的

に位置づけた多様な評価方法の妥当性を確かめ

るとともに、子ども・教師・地域の三者の評価

力を高めていくという評価観の転換をめざし

た。本研究では、小学校４年生の「交流のわを

ひろげよう」という単元で授業実践した。評価

規準と評価項目を相関させることにより、さら

に総合的な学習のねらいにせまれるよう工夫し

た をもとに、評価計総合評価表（資料編参照）

。画 をたてた（ ）資料編評価計画と指導経過参照

◎・・・主として活用する ○・・・補助的に活用 ×・・・不適

観察 言葉かけ・ 自己評価 相互評価 外部

評価方法と評価の主体 会話

行動・発言・発表・ワークシー 質問・アドバイス 作文・ワークシート 作文・ワークシート 言葉、または手紙やメール方法

トの書き込み・つぶやき・しぐ 模範など チェックシート・ポートフォ チェックシート・話し合い などによる感想・アドバ

さ・デジタルビデオなど リオ・お礼の手紙など 発表など イス・チェックシートなど

評価の目的と対象 主体 教師 子ども 保護者・地域

目的 対象 １ ２ ３ ４ ５

一人一人の実態把握 ◎ ○ ◎ ○ ○A

身についた力を見取るため 子ども ◎ ○→ ◎ ○ ○B ◎

学習意欲を高めるため 一人ひとり × ◎ ◎ ◎ ◎C

○ ◎生き方を問いかけるため × ◎ ◎ ◎→ ○→D

学習活動の改善のため 教育活動 ◎ ○ ◎ ○ ○E

教師の指導力向上のため 教師 ◎→ ○ ◎ ○ ○F ○

通知票や指導要録の資料として 教育内容 ◎→ ○ ◎ ◎→ ○G ○ ○

地域や保護者に対する啓発 地域 ×→ × ◎ ×→ ◎H ◎ ○

◎→ は、研究後の見直しから訂正されたもの。図４ 評価の目的と方法の相関表 ○

《 、 、 》AEFGH －３ ワークシート 作文 お礼の手紙

対象（目的） 主体（方法）縦軸 横軸
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４ 研究実践の計画

○対象 嬬恋村立干俣小学校 第４学年( 名)14
○授業実践の期間 平成 年９月 日～ 月４日 （全 時間）14 24 12 32
○授業者 木村 正臣，斉藤 大輔

５ 研究実践の計画

検証の場とキーワード

検証の場 検証のキーワード

かかわる過程 ○感動体験の場 ○内面にせまる見取り ○こんな自分になりたい

たかまる過程 ○振り返る場 ○自己評価 ○自分を良い方向へコントロールしていく力

むきあう過程 ○生かす場 ○ポートフォリオ ○新しい自分を見つけ学ぶ喜びを感じる

学習過程全体 ○多様な評価方法 ○個人評価カード ○教師・子ども・地域の評価力

Ⅳ 研究の展開

１ 単元名
交流のわをひろげよう

２ 目標
地域の聴覚障害をもつ人との交流から、人とのふれあいを深め、積極的に交流の輪を広げ

ていこうとする態度を育てる。

３ 評価規準
Ⅰ 学習への関心・意欲・態度

障害をもつ人と楽しく交流するためにどうしたらいいか、自分自身の問題として興味・関
心をもち、意欲的に追究していくことができる。
Ⅱ 総合的な思考・判断

解決するために自分にとって一番良い方法を見つけ、 自分自身の学習活動を見直しなが
ら、見通しをもって問題解決し、総合的に考える力を伸ばしていこうとする。
Ⅲ 学習活動に関わる技能・表現

自分のできることをいろいろな方法で調べ、学び方を身に付けたり表現力を高めることが
できる。
Ⅳ 知識を応用し総合する力

自分について見つめ直すことにより、いろいろな人とコミュニケーションすることの良さ
が自分なりにわかり、これからの生活のなかで積極的に交流の輪を広げていくための力がつ
くられる。

４ 評価の観点と項目
資料編 総合評価表 参照

５ 指導計画
資料編 評価計画をふまえた指導経過 参照
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Ⅴ 研究の結果と考察

１ かかわる過程

検証のキーワード：

○感動体験の場

○内面にせまる見取り

○こんな自分になりたい

第２～３時に、地域の聴覚障害者と手話通訳

者をクラスに招いて、楽しく交流する体験活動

（資料編「指導案」参照） 図５を計画した。

、 、は その時のじゃんけんゲームの様子であるが

日頃から親しんでいる簡単なゲームを取り入れ

たことで、聴覚障害者と楽しく交流できた。そ

して にあるよう図６の交流会後のお礼の手紙

に、本物に直接触れあったことが、うれしさや

楽しさ、感謝の気持ち、目標や理想がもてると

いった感動を、子どもたち一人ひとりに様々な

図かたちで呼び起こすことができたと考える。

と のＪ Ｍ から７ 図８ 男と 子の自己評価の様子

感動体験も、聴覚障害者との直接の交流による

は、子どもの内発的な学習意欲を高の場の設定

めるために重要なはたらきをしていたと考えら

内面にせれる。ところで、子ども一人ひとりの

を可能にするために、かかわる過程まる見取り

では特に実態把握や学習意欲を目的として、観

資察と言葉かけ・会話を計画的に取り入れた。（

料編「評価計画をふまえた指導経過」参照）

、 、具体的な観察方法として や はつぶやき しぐさ

授業中に教師の集中力が要求される。評価対象

児を意識的にきめて、 と合わせ言葉かけ・会話

てピンポイント的に活用していく場合が効果的

だった。特に今回は を工夫教師の協力的な指導

したが、主として全体指導するＴ１に対して個

図５ 本物とかかわる体験活動

図７ 男のワークシートの自己評価の様子J 図８ 子のワークシートの自己評価の様子M
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、
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に

が
ん

ば
れ
た

か

自
分

な
り
に

し
っ

か
り
し

た
目

標

が
た

て
ら

れ
た
か

１時 ２～３時 ４～５時 ６時 ７時

１・・・少し ２・・・まあまあ ３・・・できた １・・・少し ２・・・まあまあ ３・・・できた
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別指導にまわるＴ２が や に注意つぶやき しぐさ

した をし、授業後にＴ１，Ｔ２で共通理解観察

したことが良かった。

、 、 、また 観察方法としての や は行動 発言 発表

子どもが書いたワークシートの書き込みと合わ

せて、授業後に総合的にじっくり評価すること

により、次時の支援や指導、学習活動の改善の

ために効果的だった。その際、 と のよ図７ 図８

うな は、教師がより子どもの子どもの自己評価

を行うために重要な 資内面にせまる見取り 観察

料となった。さらに、 の場教師の協力的な指導

合であれば、ひとりの子どもの評価に対して共

通理解をはかることができるので、子どもの学

習意欲を高めていくための良い支援や指導へと

つなげていける。

は、教師が実態把握したことを記述した図９

。 、個人評価カード１である 毎時間ごとに記述し

次時の教師の による支援や学習言葉かけ・会話

活動の改善、教師の指導力向上にも生かせるよ

うにした。このような は、指導と評価の一体化

子ども一人ひとりが課題設定できるようになる

ために、きめの細かい個別指導を行っていくう

えで必要不可欠である。教師は、一人ひとりの

を完全にできるわけではないので、毎時間観察

に記述できるような評価活動個人評価カード１

内面にせまを日常的に意識化していくことが、

を行っていくために必要だと感じた。る見取り

感動体験の以上のことから、本物とかかわる

を設定し、実態把握のための と意欲を高場 観察

めるための を行えば、指導と評言葉かけ・会話

内面価の一体化をはかることができ、子どもの

ができるように感じられた。そにせまる見取り

して、教師の言葉かけ・会話による支援をうけ

こんな自分になりたいて、子ども一人ひとりが

という目標を自分なりにもてることができた。

２ たかまる過程

検証のキーワード：

○振り返る場

○自己評価

○自分を良い方向へコントロール

していく力

「こんな自分になりたいカード （資料編参」

を使って、自分自身がたてた目標や評価規照）

準をもとに できるようにし、子どもが自己評価

自分自身の学びに対して責任をもちながら自己

評価力が高まっていくようにした。４年生の児

男 子J M
反応・様子・変容など） （反応・様子・変容など）児童の実態 （ 児童の実態

事 ・話し合いを黙って聞いていた。指文字の手話の本で、○○君と○ ・最初なかなか話し合いに参加できなかったが、隣の○○君に話しかけ
１ 前 ○君と○○君の４人で自己紹介を考えていた。 たりして、意欲が高まってきた。○○ちゃんと指文字で手話の自己紹介
時 指 ・(ワークシートの自己評価では)自己紹介が自分からできたかとい を考えていた。

導 う項目が 少し だった しかし感想では楽しかったと書いていた ・(ワークシートに)質問を３つ考えて記述していた。「 」 。 。
２ 本 ・自己紹介は黒板でした。 ・手話で自分の名前を正しく自信をもって自己紹介した。また途中で分
３ 物 ・ジェスチャーゲームでは、猿の真似をよく考えてしたが、はずか からなくて困っている友だちに自信をもって「き」を教えていた。
時 体 しそうにしたのでなかなか伝わりにくく、手話通訳者の高橋さんか ・質問で「生活の中でなにか不自由なことがありますか 」と聞いてい。

験 らアドバイスをもらっていた。 た。作文にもそのことが書いてあった。またお礼の手紙に「今度会う、
ときには手話でいっぱい話をしたい 」と書いてあった。。

４ 擬 ・筆談ではなかなか友だちとの会話が成立していなかったが、自分 ・擬似体験では、聴覚障害者の身になって意欲的に考えることができて
５ 似 なりには会話が成立したと感じていた。目標が低すぎるので、調べ いた。目標もしっかりした考えからたてられていた。もっと広い視野で
時 体 る目的がはっきりしていない。目標がしっかりたてられるような支 目標を見直せるように支援したい。

験 援をしていきたい。
課 ・インターネットで確かめた後、自分から目標に対して簡単すぎる ・調べる目的についてしっかりとらえて活動できた。インターネットで

６ 題 ことがわかった。次時は自分なりにどんな目標に修正していけるか 手話をおぼえるのは難しいことが分かり、ビデオで学習してみたいと感
時 設 見守り、適切な支援ができるようにしたい。 想にあったので、次時ではビデオで確かめさせられるようにしたい。そ

定 して目標についてもう一度振り返らせて、よりしっかりした目標がもて
るように支援したい。

課 ・ 自分が手話で自己紹介ができて、(聴覚障害者の)田中さんと手 ・(聴覚障害者の)田中さんと手話でいっぱい話がしたいという切実な思「
７題話で話ができる自分になる 」というふうに、目標を自分なりに高 いや願いから 「耳の不自由な人といっぱい手話で話せるようになる 」。 、 。
時 設 く設定することができた。しかしもっと広い視野で田中さんとの交 という目標が設定できた。

定 流について考えられるように、今後支援していきたい。
↓ 「こんな自分になりたい」という目標（課題設定）が決定 ↓

手話で自己紹介と話が出来るようになる。 耳の不自由な人といっぱい手話で話せるようになる。

図９ かかわる過程での 男と 子の個人評価カード１の抜粋J M

図10 中間発表会（第16時）での指文字の発表
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童にとっては、４観点の評価規準をたてること

が難しいと予想していたが、 のような説明図11

をすることにより、ほとんどの子どもが自分な

りの評価規準をたてることができた。 は、図12

Ｊ男の自己評価を表にまとめたものである。

たかまる過程では、他にも自己評価能力を高

めるために、 を工ワークシート（資料編参照）

夫して見通しをもって学習計画がたてられるよ

うにしたり、 として中間発表会と学振り返る場

校行事であるふるさと学習発表会を設定したり

振り返る場 相互した。 では、友だち同士による

や外部講師や保護者による を積極評価 外部評価

的に取り入れることにより、自己の追究活動に

深まりや広がりが生まれることをねらった。

相互評価 指導案第17 18時 第25時 資では や、 ~ （

にあるように、お互いの追究料編指導案参照）

活動についての感想が交流できるように工夫し

た。 では、学級通信などを通して子ど外部評価

もたちの追究の様子を伝え、アドバイスや感想

をフィードバック でき（資料編外部評価参照）

るように工夫した。

例えばＪ男は、 にインターネット第10 11時~
から指文字表を見（資料編手話リンク集参照）

つけ、指文字で「こんな自分になりたい」とい

う目標を達成するための追究がはじまった。中

間発表会では 「指文字が までできてす、 あ～と

ごい 」など多くの友だちから賞賛を浴びた。。

またふるさと学習発表会では全校児童や地域の

保護者、お年寄りなど大勢を前にして、 音50
相全部を発表し大きな拍手を浴びた。これらの

や は、Ｊ男が自信をもてるよう互評価 外部評価

になり、追究の質を高めていくことができたの

図13 Ｊ男の個人評価カーではないだろうか。 は

である （Ｍ子の追究活動の様子についてド１ 。

は、 を参照 ）資料編個人評価カード 。

振り返Ｊ男やＭ子の例から、たかまる過程で

る場 自己評価 相互評価 外部評価を設定し、 や 、

を計画的に取り入れていく工夫をしたことは、

自分を良い方向へコントロ子ども一人ひとりが

を発揮できるようになったのでールしていく力

はないだろうか。そして、 を磨き、自己評価力

学習スキルを身に付けていくことができたので

はないだろうか。

３ むきあう過程

検証のキーワード：

○生かす場

○ポートフォリオ

○新しい自分を見つけ学ぶ喜びを感じる

これまでに学んだことを生かす場として、第

時（ ）に２回目の交流31~32 資料編指導案参照

会を設定した。こんな自分になりたいという目

標を達成するために、子どもたちが主体的に計

画・準備を進めていけるような指導の工夫をし

た （ ） このこ。 資料編指導案第27 30時参照~
とにより、第１回目とは質の違う交流の楽しさ

図14を実感できたのではなかろうか。次ページ

は、Ｊ男とＭ子の交流会後の感想である。

Ⅰ 学習への関心・ 最後まであきらめず、楽しく学習していけ

意欲・態度 るようになるために・・・→

Ⅱ 総合的な思考・ 今までよりも、もっとしっかり自分の考え

判断 がもてるようになるために・・・→

Ⅲ 学習活動に関わ いままでよりも、もっとうまく調べたり、

る技能・表現 発表したりできるように・・・→

Ⅳ 知識を応用し総 学習したことを生かして、これからの自分

合する力 に生かしていけるようになるために・・・→

児童の実態（反応・様子・変容など）
８～９時
・学習計画を進んでたてることが出来た。インターネットや
本、ビデオを調べる手段にして、自分なりに学習計画をたて
ることが出来た。
１０～１１時
・計画通り、指文字のページを見つけ印刷した。学校では練
習する時間が足りなくて、家に資料を持ち帰りたいと聞いて
きた。

１４～１５時
・手話のことを で集中して調べることが出来た。後半、先IT
々週に自分が印刷した資料も活用して、指文字を暗記しよう
としていた。自信をもって発表できるように、事前に発表の
練習をＴ１が見られるような支援をしたい。第１６時の中間
発表会では、自分がインターネットから見つけて印刷した資
料を活用し、指文字を「あ」から「と」まで暗記し、自信を
もって発表でき、友だちからも称賛を受けていた。

２３～２４時
・自分なりに目的意識をしっかりもって、取り組んでいた。
指文字５０音を暗記して発表するために努力していた。
２５時
指文字５０音を全部覚えて発表し、会場から拍手を浴びた。
作文には 「今日一番うれしかったのは、５０音が出来たこ、
とです 」と書いていた。今まで追究してきたことを十分に。
発表できたようで、本人にとっては満足のいくものになった
ようだ。自分で決めたことを最後まで頑張り認められたこと
が自信に繋がったようだ。

図13 Ｊ男の個人評価カード１

図12 Ｊ男の自己評価の様子

。こんな自分になりたい・・・手話で自己紹介と話ができるようにする
10~1112~1314~151617~18 19~2021~22 23~24 25子どもの評価規

時 時 時 時 時 時 時 時 時準４観点
しんけんにする ３ ２ ３ ３ ２ ３ ３ ３ ３

いろいろなこと ３ ３ ３
を調べる
はずかしがらず ３ ３ ３ ３ ３
に
いつでも手話が ３ ２
できるように

図11 子供用評価規準をたてるための説明例
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指導の工夫として、 で追究のポートフォリオ

（資振り返りを生かせるようにした。第 時26
に、今までの追究活動で使っ料編指導案参照）

てきたワークシートや手紙、様々な資料を、改

めてクリアケースに自分の学びの履歴として整

理する活動を行った。評価計画での評価の目的

と方法は、 とABCDEGH-3《ポートフォリオ》

した。その際 「自分だけの総合的な学習の教、

科書になるように 」というアドバイスを投げ。

かけた。

例えば、Ｍ子の は、ワークシポートフォリオ

ート類だけを順序よく整理していた。そして、

追究の過程で集積した資料は、ボックスケース

の方に保存されていた。 は、Ｍ子のボック図15

スケースの内容である。教師としては、ボック

スケースの内容に価値のあるものが多く見られ

たので、さらに取捨選択が行われると良かった

と感じた。 を工夫していた例とポートフォリオ

して、Ｆ男とＬ子の例がある。２人は、追究過

程で集積した価値ある資料を、クリアファイル

に上手に取捨選択し、誰が見ても追究の様子が

資料編ポよくわかるような工夫をしていた （。

）ートフォリオ参照

Ｍ子が成長したと感じられたのは、その後の

第２回交流会に向けての計画や準備での活動の

図16 むきあう過程でのM子の個人姿である。 の

友だちと協力して評価カード１にあるように、

が成長している姿がみられた。教学習できる力

生き方を師は、評価計画にあるように、 （D-2
の ）問いかけるため 言葉かけ・会話による支援

を行ったが、このようなＭ子の変容は、ポート

フォリオで自分の追究を振り返ったことや、こ

れまでに学んだことを生かす場を設定したこと

により 「こんな自分になりたい」という目標、

が強く意識できるようになったからではないか

と考える。

Ｍ子の例だけでなく、交流会での様子や交流

会後の作文などの観察では、子ども一人ひとり

が様々な緊張感や充実感、達成感、成就感など

新しい自分を見つけ学ぶ喜びを感じる味わい、

姿を見取ることができた。

児童の実態（反応・様子・変容など）
２６時

学習ファイルを自分なりにしっかり整理していた。前回よ
りもいろいろなことを、手話で会話できるように計画をたて
て練習していた。
２７～２８時

話し合いの司会に進んでなった。ふるさと学習発表会の話
し合いの時よりも、みんなの意見を受け容れながら司会をす
ることができていて、友だち関係で成長している姿がみられ
た。準備係の仕事も率先して放課後も残りがんばった。
２９～３０時

自分からいろいろなアイデアを出しながら、準備係の仕事
をがんばった。放課後も責任感をもって残ってやっていた。
３１～３２時

準備や練習をがんばった成果が出て、橋詰さんに手話でい
ろ い ろ な こ と を 話 し た り す る こ と が で き た 。 作 文 に は 「私、
は と て も 緊 張 し て い ま し た 。 で も う ま く で き て 良 か っ た で
す 」と書いていた。また 「前の自分は、手話にはあんまり。 、
興味なかったけど、今だといっぱい手話ができてうれしいで
す 」 と 書 く な ど 、 成 長 し た 自 分 自 身 を 見 つ め 、 そ の 達 成 感。
や充実感を感じていた。保護者が、子どもから手話を教えて
もらって感動したという感想を話してくれた。

こんにちは 私の名前は○○Ｍ子です。
よろしくお願いします。

。 、 。家族はお父さんとお母さんと弟です 部活動は バレーです
好きな動物は犬とねこです。好きな食べ物はみかんです。
習い事は習字、ピアノです。好きなことは何ですか？

（聴覚障害者からの回答）
１１月１２日に見学に行ったときは、ありがとうございまし
た。私は○○さんが餃子が得意ということがわかりました。
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図14 Ｊ男とＭ子の交流会後の感想

①手話通訳者高橋さんからの手紙のコピー１枚
② 音指文字表（インターネットの印刷 ）２枚50
③聴覚障害者の生活の苦労（インターネットの印刷 ）８枚
余白にメモ書き有り
④保護者からのアドバイスカード １枚
⑤学習スケジュールカード １枚
⑥第１回交流会の作文 １枚
⑦ふるさと学習発表会用ワークシート １枚
⑧聴覚障害者田中さんへのファックス １ 枚
⑨第１回交流会のお礼の手紙と下書き 各１枚ずつ
⑩聴覚障害者の田中さんの職場見学のお礼の手紙コピー
⑪ふるさと学習発表会の作文
⑫手話通訳者高橋さんから教えてもらったことをまとめた原稿 ２枚
⑬ふるさと学習発表会のためのせりふ原稿 １枚
⑭かかわる過程の自己評価折れ線グラフ（教師が作成して配布）
⑮中間の学習上状況を保護者に伝えた学級通信 １枚

図15 Ｍ子のボックスケースの内容

図17 第２回交流会でのＭ子の交流の様子

図16 むきあう過程でのＭ子の個人評価カード１
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４ 学習過程全体

検証のキーワード：

○多様な評価方法

○個人評価カード

○教師・子ども・地域の評価力

を、学習過程の中で計画的に多様な評価方法

取り入れて指導と評価の一体化をはかっていく

ことは、特に総合的な学習においては重要なこ

個人評価カとだと感じた。本研究では、その際

を活用することによって、より効果ード１、２

的に子どもの内面にせまる教師の見取りができ

たと考える。また、 を磨いていく教師の評価力

こともできたと感じた。

は、評価の観点や内容をも個人評価カード１

とに、授業後に一人ひとり記述した。特に目立

ったことがなくても、子どものワークシート類

やポートフォリオ、作品などを参考にしたり、

教師の協力的な指導の場合には共通理解をはか

ったりして、教師の観察から必ず記述した。子

どもの主体的な学びを支援していく上で、教師

がどの子どもに対しても、可能な限り評価の目

を向けていく姿勢がなくてはならないと感じ

図18 個人評価た。 は、たかまる過程でのＭ子の

である。 の記述を、カード２ 個人評価カード１

観点と内容の相関として整理できるようにし

た。ワープロソフト上でコピーして貼り付ける

などの操作なので、それほど大変な作業ではな

い。むしろこの作業によって、教師は、子ども

の主体的な追究活動を価値付けていくことがで

きた。また総括的評価は、内部評価として、今

後の学習活動の改善や教師の指導力向上のため

に生かせるようにした。本研究では、教師の協

力的な指導を取り入れたので、総括的評価につ

いても共通理解がはかれた。

保護者に対しては、学級通信等で子どもたち

の学習の様子を伝えることを中心に、教師の願

いや学習活動についての説明などを伝えた。意

図的にポートフォリオを家庭に持ち帰らせて見

てもらうこともした （ ）。 資料編学級通信参照

このような保護者への啓発を通して、次ページ

の と にあるように、保護者の評価力が図19 図20

高まっていった。これらのアドバイスは、学級

通信等で子どもと保護者へフィードバックし

た。 は、子どもたちに自分自身保護者の評価力

に対する肯定感や自信を与えるとともに、教師

に対しても大きな励ましになった。

外部講師も、次ページ にあるように、追図21
究活動での子どもたちとのかかわりのなかで、

評価の４観点 Ⅰ 学習への関心・意欲・態度 Ⅱ 総合的な思考・判断 Ⅲ 学習活動に関わる技能・表現 Ⅳ 知識を応用し総合する力
ほ 総合知 学習意欲の高まり 自己評価能力の向上 学び方・考え方 生き方の自覚 総
し 総合のねらい 括問題の解決や探求活動に主体的・創造的学び方やものの考え方を身に付ける 自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考自己の生き方を考える態度がはぐ
ほ 的に取り組む態度 え、主体的に判断し、よりよく問題をくまれる
た 評解決する資質や能力
４ 評価規準 価障害をもつ人と楽しく交流するためにど解決するために自分にとって一番良い方法自分の出来ることをいろいろな方法か自分について見つめ直すことによ

うしたらいいか、自分自身の問題としてを見つけ、自分自身の学習活動を見直しなら学び、自分なりに考え工夫し、自己り、いろいろな人とコミュニケー目身に
意欲的に追究していくことが出来る。 がら、見通しをもって問題解決し、総合的表現できる ションすることの良さが自分なり標付けたい 。

に考える力を伸ばしていこうとする。 にわかり、これからの生活のなか力 項目10
で積極的に交流の輪を広げていこ
うとする。

目標に向けて、進んで見通しのある学習いろいろな学習方法を上手に取り入れていこれからどんなこと
計画をたてることが出来た。 た。 ◎をしていけば課題が

し 記述事項なし ◎解決できるか，上手
に自分で目標や計画ん
をたてる力じ

つ 友だちと楽しくビデオを見ながら歌の手「捨て犬みかんとポチ」を真剣に５０分か田中さんへの見学のお願いの文章は、わからないことをい
を 話を練習していた。反省には少しふざけ読んでいた追究に深まりがみられるので 目的が書かれていなかったので指導し 記述事項なし ◎ろんな手段で調べる 。 、
つ たとあって、しっかり自己評価できてい目標とのつながりを意識して発表内容をまた。 ◎力
い た。 とめられるように支援していきたい。
き 黙々と自分が知りたい情報を探して調 ？コンピュータやデジ
ゅ 記述事項なし べていた。印刷の仕方が分からない友 ◎タルカメラなどをじ

、 。う だちなどに 親切に教えたりも出来たょうずにつかえる力
中間発表会では、今までの成果を上手に 発表でのビデオを見て、自分が声が小 ◎友だちと協力して学
まとめてみんなに発表することが出来 さく早口で、何を言っているのかわか ◎習できる力

学 た。 らないと気付いた。友だちの発表から
び 良いところもたくさん見つけることが
あ できた。
い 職場見学のお願いの手紙（ファックス）発表に向けて職場見学の劇をどうするかの今までの自分の知識
ふ には「田中さんのしょく場へ行って、話し合いをした。みんなの意見をまとめよを合わせたり、調べ 、
り 田中さんがどうやって仕事をしているのうとがんばっていた。しかし、強がりな面 ○てわかったことから
か かとか １番やりにくそうな仕事を見て があり、一部の男子と口論になったりして ◎まねをしないで新し 、 、
え 勉強したいからです」と書くなど、自なかなか計画が進まなかった。放課後も延く自分の考えをつく 。
る 分なりに理由がもてた。 長して行い、ようやく形が出来てきた。今る力

後の活動の様子を期待したい。
作文には「つっかえたりまちがえたりだんだん大きな声で言えるようになってき学習したせいかをみ 、
したけど、いつもより大きい声で発表でた。シナリオなど中心になって考えすごくんなの前でくふうし
きてうれしかったです と書いていた 生き生きしていた。自分から進んで準備や 記述事項なし 記述事項なし ○て発表できる力 。」 。
本人なりにリーダーシップを発揮して準練習を行っていた。 ○
備してきたので、満足感のある発表が出
来たようだ。

総括的評価 ◎◎ ◎◎ ◎◎ ？○ ◎
分析
・教科学習の力がしっかりしていて 課題を自覚した追究ができていた しかし ふるさと学習発表会では 追究で深めたことを十分に生かすことが出来ていなかった 作文では本人なりに い、 。 、 、 。 「
つもより大きな声で発表できてうれしかった」と書いているが、自己評価ではやはり満足した評価ではないことが窺われる。ふるさと学習発表会では、追究活動で得た力を十分に発揮できるよ。
うに、見守りながら言葉かけなどの支援を行っていきたい。

図18 たかまる過程での 子の個人評価カード２M
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より子どもたちの実態にあったアドバイスをし
てもらえるようになり、評価力が高まったので
はなかろうか。また、これは直接外部講師の評
価力と結びつくわけではないが、職場訪問をし
た子どもたちの活動から影響を受けて、聴覚障
害者の同僚の方が手話学習をはじめたという後
日談が伝えられた。総合的な学習が、地域をも
巻き込んでいく力を秘めていると感じた。

Ⅵ 研究のまとめと課題

三者のポートフォリオの重要性

総合的な学習がねらいとする問題解決力や生
きる力を育てていくために、子ども主体の学習
をどう指導し評価していくかという大きな課題
がある。それに対して、長期的な視点から多様
な評価方法を計画し工夫していくことは、子ど
もの変容を見取り、一人ひとりに応じたきめの
細かい評価や指導のために不可欠である。本研
究では、評価の目的と方法の相関表の他に、個

人評価カードを活用したことが、単元全体を通
しての多様な評価活動の拠り所となった。総合
的な学習は単元計画が長期間に及ぶことから、
教師自身にとって、子どもたちの学習活動を実
態把握したり、支援や指導の向上や学習活動の
改善をはかったりするために、より指導と評価
の一体化をめざすポートフォリオが重要である
ことを実感した。今後さらに、ポートフォリオ

教師、子ども、評価の可能性を探るためにも、
に焦点地域の三者でつくるポートフォリオ評価

を当てた研究を深めていきたい。

これが、評価のパラダイム転換だ！

、 、総合的な学習では 教師が評価の主体であり
子どもが評価の対象だという一方的な図式はも

。 、 、はや通用しない 評価の主体は 教師でもあり
子どもでもあり、地域でもある。また評価の対
象も、教師自身の評価力量であり、子どもの学
ぶ力であり、それをささえる地域からの評価力
である。そして、三者の評価力が相互に高まっ
ていく中で、教師・子ども・地域の三者が納得
できる評価をめざしていかなければならない。
これが、現時点での本研究が提言する評価のパ
ラダイム転換である。

総合的な学習は、まだまだ試行錯誤の段階で
ある。教師は評価の主体でありながら、評価の
対象である。つねに教師は自己の評価観を問い
直し、指導と評価の一体化を深めていかなけれ
ばならない。

参考文献〉 資料編参照〈

４年生のみなさまへ

皆さんお元気ですか。私も元気です。
山々もきれいに色づいてきましたが、そちらはいかがですか。
朝夕はめっきり寒くなったでしょうね。

先日はお手紙ありがとうございました。楽しく読ませていただきました。
皆さんに喜んでいただけてうれしく思っています。
自分でいろいろ考え工夫して自己紹介をしましたね。
田中さんに見事に通じました。良かったですね。
また、楽しい交流も出来ました。
先生のお話では、テレビの音量をゼロにして聞こえない人の体験もしたよ
うですね。聞こえない人たちは、いろいろな不便や苦労に負けずに、いろ
いろ工夫して明るく生活しています。

。 。手話を学びたいと思った人もたくさんいるようです ぜひ学んでください

皆さんのように聞こえない人たちの生活を理解して、応援してくれる人が
増えればどんなにいいでしょう。
いつでもどこでも手話や身振り、筆談（書いて話をする）でお話が出来る
社会になることが、聞こえない人たちの夢です。

図21 外部講師からのアドバイス（手紙）

○田中さんに直接手紙やファックスで交流できたので、より深く
耳の不自由な人の生活や気持ちがわかったと思います。交流
会はとても良いことだと思うので、これからも続けてほしい

と思います。特に手話は学んでおくと良いと思いました。

○てれくさそうにやっているので、もう少し元気よくやればい
いと思います。毎日の生活の中で少しずつやっていけば、自
然と手話も上手になれると思います。がんばっていろいろ覚
えてほしいと思います。

○自分で決めた目標に一歩でも近づけるように、がんばれ！
いろんな人たちと話が出来て、自分のことを知ってもらえる
ことは大切なことだと思います。手話はとても難しいと思い
ますが 「自分のことをわかってもらう。相手のことをもっと、
知りたい 」という気持ちがあれば、必ずやりとげられると思。
います。

○だんだんと手話が出来るようになってきてすごいと思います。
発表する時も、手話をおりまぜながらみんなの前で出来たら
もっとすごい！手話が出来ることで、自分の世界も広がって
いろんな人たちと話が出来るなんてもっともっとすごい！！

○私も２０歳の頃、中之条で下車するつもりが川原湯駅にまち
がって下車しまったという、こまっている耳の不自由な高校
生にでくわし、ちょうど前橋へ行くところだったので車に乗
せておくったことがありました。やりとりは紙に書いたり手
まねや口まねで、コミュニケーションがうまくとれなかった
ので、手話が少しでも出来ていればな～と今になって思いま
す。田中さん以外の人とも出会うことがきっとあると思うの
で、今習っていることはいつかきっと役立つ日が来るので、
がんばってください （みなさん、貴重な体験からのアドバ。
イスですヨ ）。

○みんなの力ってすごい！みんなの学習能力におどろかされま
した。テレビなどで目にするくらいで、今まで自分のまわり
の生活の中で、手話などというものにふれることもなかった
のに。目で見ただけと実際にやってみるのとでは雲泥の差が
あるでしょうね。この学習を機会に、聴覚障害者に限らずい
ろいろな身体に障害をもつ人たちの気持ちが少しでもわかる
ようになってくれたらなと思います。とても楽しく感動しま
した （先生たちも同感。自分たちの力で身に付けることが。
できたっていうのは、ホントすごいことなんです。この力を
これからも・・・）

図19 たかまる過程での保護者のアドバイス 図20 いかす過程後での保護者のアドバイス

注 （ ）内は教師のコメント


